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１．サツマイモのフライ加工品
　サツマイモを油フライしたものを砂糖な
どで調味したいもかんりんとうやいもチッ
プスなどの油フライ製品は、サツマイモの
加工品として多く生産されている。
　いもかりんとうはサツマイモを７mm角
の短冊状にカットし、フライした後蜜掛け
する。蜜の調合は砂糖、黒糖、水あめなど
を用いる。蜜掛けの方法は、116～118℃に
加熱しておいた蜜に、糖衣機を用いる方法
や糖液中に浸すなどの方法がある。蜜掛け
の技術に各工場の工夫がみられ、個性のあ
る製品が市販されている（写真１）。
　いもチップスは、約２mmの厚さに薄切
りしたサツマイモをフライした後、砂糖味、
塩味、辛味などに調味する。ポテトチップ
スに類似しているが、ジャガイモに比べる

と硬いことが欠点である（写真２）。

２．サツマイモのフライ加工品の問題点
　サツマイモかりんとう、チップスの問題
点は、硬さと色調である。
　食感が硬い原因は、ポテトチップスに比
較してフライ時の組織の収縮が激しいた
め、組織内に孔隙が形成されず、油分の孔
隙への侵入が著しく少なくなったことによ
るものである。
　ソフトな硬さにする方法として、薄切り
した後、軽く湯通し、冷凍したものをフラ
イする方法が考案されている。湯通し後冷
凍したものは、組織内に孔隙が均一に形成
され、油分も均一に孔隙に浸透するため、
ソフトな食感となる。
  色調は、サツマイモの糖成分であるグル
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写真１　サツマイモかりんとう

写真２　サツマイモチップス
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コース、フルクトース、およびマルトース
の還元糖の含量が影響している。還元糖含
量が高いほど着色する。サツマイモは加熱
調理により生いも中に含まれていなかった
マルトースが酵素（β－アミラーゼ）によ
り多量に生成される。油フライにおけるマ
ルトースの生成量は蒸煮や焼成による加熱
調理より少ない。油フライの色調がよいサ
ツマイモの品種条件は、グルコース、フル
クトースの含量が低く、または、マルトー
スを生成しないことである。表１にサツマ
イモの品種別糖組成を示した。現在におい
ても、サツマイモかりんとうの原料のほと
んどは「コガネセンガン」である。「コガ
ネセンガン」の特徴は、他の品種に比較し
て、グルコース、フルクトースの含量が極
端に少なく、特に収穫直後はほとんどない
ことである。そのため、多くのサツマイモ
かりんとう工場では収穫直後のものをフラ
イにしている。

３．サツマイモの真空フライ
　近年、サツマイモフライ製品の欠点であ
る硬さと色調を改善するための加工法とし
て、真空フライヤーが用いられ、製品が市
販化されている。
  真空フライヤーの特徴は、100℃前後の
低温でフライすることができる点と、ソフ

トな食感にフライできる点にある。特に常
圧フライで鮮やかな色調を生かすことの難
しかったカロテン系の品種（主に「安納紅」）
は、低温で真空フライすることで鮮やかな
橙色な製品に製造することが可能となり、
製品化されている（写真３）。

写真３　フライ方法別のかりんとうの色調

図１　サツマイモ真空フライの製造工程

表１　サツマイモの品種別糖組成

品　　種 水分
（%）

でん粉
（%）

糖組成（加熱調理後）（％）
フルクトース グルコース スクロース マルトース

コガネセンガン 61.9 28.6 0.06 0.06 2.48 11.73
高系14号 66.2 23.7 0.36 0.35 1.54 11.73
ベニハヤト 71.7 14.4 0.24 0.24 3 6.45
アヤムラサキ 60.4 25.7 0.28 0.38 3.3 5.2
安納紅 64.1 22.1 0.72 0.7 4.8 10.25
べにはるか 63.5 26.5 0.4 0.4 3.96 14.31
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　真空フライの製造工程は、図１のとおり
である。ポイントは、加熱調理したものを
冷凍後フライすることである。加熱調理に
より十分にマルトースを生成させることで
甘く、サツマイモの風味がする製品となる。
また、冷凍したものを真空でフライするこ
とでサクサクしたソフトな食感となる。写
真４に示したように、常圧でフライしたも
のは、組織内に孔隙が形成されず、収縮が
激しくなっている。一方、真空フライした
ものは、組織内に孔隙が形成されている。

　真空フライの製品は、カット後の加熱調
理方法が食味に大きく影響する。一般的な
加熱方法は蒸煮やプレフライであるが、い
もを丸ごと加熱調理したものをカットし、
冷凍後フライしたものが最もサツマイモの
風味がある製品となる。しかし、加熱調理
したものを機械で均一にカットすることは
困難である。

４．今後の研究
　サツマイモのフライ製品は広く愛されて
いる。特に今後、真空フライの製品は、品
種の特徴を生かし、様々なカット形態や、
最適な加熱調理法の検討を図ることで高品
質化できると思われる。
　今後とも、サツマイモの風味を生かした
手軽に食べられるフライ加工品を目標に、
研究開発に研鑽していきたい。また、サツ
マイモかりんとうやチップの製造において
発生するカットくずを有効に活用できる加
工方法を見いだすことも期待されている。
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写真４　フライ方法別のかりんとうの断面
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